
催
事
、
フ
ラ
ワ
ー
研
修
や

で「
み
ん
な
の
食
堂
」
が
開

の
方
が
利
用
さ
れ
る
。
こ
の

街
づ
く
り
研
修
な
ど
が
大

設
さ
れ
た
。
こ
の
食
堂
は

地
域
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

高
田
本
山
に
と
っ
て
最
も

き
な
事
業
で
あ
る
。

有
志
の
方
が
奇
数
月
に
一

は
赤
ん
坊
を
抱
い
た
若
い

重
要
な
こ
と
は
、
親
鸞
聖
「
孤
立
や
孤
独
、
隔
絶
を

回
開
い
て
い
る
も
の
で
、
み

お
母
さ
ん
も
参
加
し
て
い

人
の
教
え
を
多
く
の
人
に

無
く
し
安
心
し
て
楽
し
く

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し

る
こ
と
で
あ
る
。

運
動
を

伝
え
る『
教
化
伝
道
』
で
あ

暮
ら
せ
る
街
に
な
れ
ば
」
く
食
事
を
し
よ
う
と
企
画

取
り
入
れ
た
り
、
講
演
を

り
、
お
参
り
に
来
て
い
た
だ

と
、
地
区
社
協
会
長
の
水

し
た
。
５
月
度
の
メ
ニ
ュ
ー

取
り
入
れ
た
り
、
茶
話
会

く
こ
と
で
あ
る
。
本
山
は
全

谷
千
春
さ
ん
は
話
す
。

は
カ
レ
ー
、
牛
丼
、
親
子
丼

を
取
り
入
れ
た
り
と
地
域

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ハ
ス
寺
で

の
３
種
類
で
値
段
は
１
０
０

の
実
情
に
合
っ
た
運
営
を

あ
る
が
、
今
後
、
今
の
３
倍

円
、
そ
の
時
々
に
合
っ
た
メ

し
て
い
る
。

の
３
５
０
鉢
ま
で
増
や
す
予

ニ
ュ
ー
に
す
る
た
め
メ
ニ
ュ
ー

活
動
を
継
続
し
て
い
く

定
。
ま
た
、
進
納
所
の
内
部

「
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

た
め
に
は
一
人
で
も
多
く

を
変
え
、
抹
茶
や
ハ
ス
茶
が

く
」「
地
域
の
こ
と
は
地
域

桜
町
地
区
の「
に
こ
に
こ

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

平
成

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
四
半
期
が
過
ぎ
た
。
一
身
田
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る
諸
団
体
は「
元
気
な
街
」
飲
め
る「
テ
ラ
・
カ
フ
ェ
」
に

で
」
の
掛
け
声
の
下
、
次
々

サ
ロ
ン
」
も
常
時

～

名

（
詳
細
は
み
ん
な
の
便
り
）

30

20

30

作
り
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
一
身
田
商
工
振
興
会
（
商
工
会
）
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
街
の
活
性
化
を
提

し
て
参
拝
者
を
も
て
な

と
福
祉
サ
ロ
ン
が
立
ち
上

言
、
一
身
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
健
康
・
福
祉
の
増
進
を
司
る
。
一
身
田
地
区
内
に
は『
生
き
生
き
サ
ロ

す
。
土
産
物
も
販
売
す
る

が
っ
て
い
る
。

ン
』
が
新
た
に
２
ヵ
所
誕
生
し
、
全
部
で
７
ヵ
所
と
な
っ
た
。
他
に
も
「
大
人
も
子
供
も
み
ん
な
で
食
事
を
と
も

予
定
。

一
身
田
地
区
内
に
は

に
！
」
と『
ワ
イ
ワ
イ
一
身
田
み
ん
な
の
食
堂
』
を
有
志
が
立
ち
上
げ
た
。

来
場
を
促
す
た
め
に
文
「
生
き
生
き
サ
ロ
ン
」
が
上

住
み
よ
い
街
づ
く
り
、
豊
か
な
街
づ
く
り
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
る
。
（
岡
本
）

化
的
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

津
部
田
、
豊
野
、
平
野
、
大

く
。
７
月

日
（
日
）
本
山

古
曽
、
志
登
茂
の
５
ヵ
所

22

期
間
は
平
成

年
３
月

活
性
化
さ
せ
る
」
と
企
画

時
期
も
あ
っ
た
。

の
御
影
堂
で
雅
楽
の
第
一

開
設
さ
れ
て
い
る
。
今
年

31

31

日
ま
で
の
一
年
間
、
予
算

運
営
会
社
の
若
林
氏
は
熱

今
回
の
街
お
こ
し
企
画

具
体
案
と
し
て
は
、
空

人
者
「
東
儀
秀
樹
」
演
奏
会

度
更
に
桜
町
と
志
登
茂
の

も
津
市
の
補
助
金
を
利
用

く
語
る
。

は『
写
真
ア
ー
ト
』
を
メ
イ

き
店
舗
を
利
用
し
て「
坊

が
催
さ
れ
る
。

２
か
所
が
新
た
に
開
設
さ

し
つ
つ
、
３
５
０
万
円
と
商

６
月
末
現
在

店
舗
が

ン
に
置
く
。
写
真
家
浅
田

さ
ん
の
茶
店
」
や
津
市
の

れ
、
全
部
で
７
か
所
と
な
っ

34

工
会
と
し
て
は
大
掛
か
り

参
加
表
明
を
し
て
い
る
。

政
志
氏
を
招
請
し
て
、
商

物
産
、
飲
食
店
、
ワ
ー
ク
シ

た
。
い
ず
れ
も
地
域
住
民

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
と
な

店
主
の
生
き
生
き
と
働
い

ョ
ッ
プ
な
ど
を
誘
致
す
る

が
運
営
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

て
い
る
姿
や
商
品
を
独
特

予
定
。
店
舗
数
は

店
舗

ま
た
、
大
古
曽
集
会
場

10

「
高
田
本
山
さ
ん
の
協
力

一
身
田
は
芸
事
の
街
と

の
タ
ッ
チ
で
撮
る
。
そ
の
店

を
予
定
。
７
月
～
９
月
の
３

を
得
な
が
ら
ア
ー
ト
と
空

し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
が

舗
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て

か
月
間
を
試
行
期
間
と

店
舗
の
利
用
で
観
光
客
や

あ
る
。
一
時
は
日
本
舞
踊

一
般
参
拝
客
や
観
光
客
、
し
、
家
賃
な
ど
の
経
費
を

参
拝
客
を
誘
致
し
て
街
を

の
教
室
が
林
立
し
て
い
た

市
民
を
誘
致
す
る
。

補
助
す
る
。

一

身

田

地

商
工
会
は
高
田
本
山
の

区

社

会

福

祉

御
影
堂
と
如
来
堂
の
国
宝

国
宝
記
念
と
し
て
限
定

協
議
会
（
地
区

化
に
伴
い
千
載
一
遇
の
チ

１
，
０
０
０
枚
記
念
メ
ダ
ル

社
協
）
は
自
治

ャ
ン
ス
を
街
の
活
性
化
に
繋

を
作
成
し
た
。
色
は
金
色

会

、
民

生

委

げ
よ
う
と
「
国
宝
プ
ロ
ジ
ェ

で
ど
っ
し
り
と
し
た
重
量
感

員
、
婦
人
会
、

ク
ト
計
画
」
を
推
進
す
る
。

が
あ
る
。
表
裏
に
御
影
堂

老
人
会
、
体
育

具
体
的
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
如
来
堂
を
デ
ザ
イ
ン
し

振
興
会
、
小
・

の
開
催
、
著
名
な
写
真
家

た
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

中
学
校
、
同
Ｐ

浅
田
政
志
氏
に
よ
る
写
真

「
平
成
二
十
九
年
十
一
月

Ｔ
Ａ
、
商
工
会
、

ア
ー
ト
、「
し
ん
坊
」
君
の
リ

二
十
八
日
」
の
日
付
が
刻

な
ど

団
体
で

21

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
空
き
店
舗
の

印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
限
定

構
成
さ
れ
て
い

活
用
、
記
念
メ
ダ
ル
の
発

記
念
メ
ダ
ル
は
、
地
域
の
イ

る
。

行
、
観
光
誘
致
、
歓
迎
フ

ベ
ン
ト
や
返
礼
品
な
ど
に

総

会

を
終

ラ
ッ
グ
や
横
断
幕
の
作
成

使
い
、
一
枚
７
０
０
円
で
販

え
、
今
年
度
事

な
ど
。
す
で
に
５
月
７
日
に

売
す
る
予
定
。

業
が
始
ま
っ
て

は
高
田
会
館
で
前
葉
市
長

い
る
。
球
技
大

や
安
藤
高
田
本
山
宗
務
総

会

や

町

民

運

長
、
岡
津
市
議
会
議
長
ら

動
会
、
グ
ラ
ン

商
工
振
興
会
の
寂
し
い
懐

い
赤
ち
ゃ
ん
の
元
の
姿
に
戻

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
い
て
公

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
事
情
で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ま
ま
、
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
6

開
討
論
会
を
行
っ
た
。
ま

歩
こ
う
会
な
ど

な
か
な
か
更
新
で
き
な
か
っ
月

日
の
辛
坊
治
郎
氏
講

10

た
、
歓
迎
フ
ラ
ッ
グ
、
横
断

ス
ポ
ー
ツ
を
通

た
一
身
田
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
の

演
会
に
て
お
披
露
目
を
さ

幕
は
す
で
に
作
成
し
、
寺

し
て
の
健
康
づ
「
し
ん
坊
」
君
で
し
た
が
、
皆

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
町
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

く
り
、
敬
老
の

様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

一
身
田
Ｐ
Ｒ
の
た
め
各

計
画
か
ら
実
行
ま
で
の

集
い
や
凧
揚
げ

を
い
た
だ
き
、
つ
い
に
美
し

所
で
活
躍
し
ま
す
。

５月７日高田会館で行われた「国宝プロジェクトシンポジウム」で前葉津市長

は、「津市も８６０万円の特別予算を組んで全面的にバックアップする 」と語

った。安藤宗務総長は「本山内でも改革や変革が起きている。参拝客も前年

の３倍以上となった。３５０年前の御影堂、２７０年前の如来堂が今もって現

役、どうか慈しみを持って参拝して頂きたい」とコメントした。 岡市議会議

長はシンポジウムの感想を問われ、「新しいビジョンでは、肉付けが大事、この

ことを明確に示せばうまくいく」と話された。中川商工会長は「見ず知らず

の方からも金銭的に応援を頂いた。是非ともこのプロジェクトを成功させた

い」と 語った。司会の名古屋学院大学准教授の杉浦先生は「継続と連携が

キーワード」と何回も繰り返し訴えた。

一 身 田 の 新 聞 平成３０年７月１日号



座
禅
会
」
で
求
道
者
座
禅

幼
名
「
多
田
才
吉
」
は
、
と
、
顔
を
真
っ
白
に
塗
っ
た

な
ど
で
何
時
も
仕
事
を
さ

こ
の
よ
う
に
才
吉
の
幼

テ
レ
ビ
局
の
ご
厚
意
に
よ

の
威
儀
作
法
を
実
施
し
、
両
親
が

歳
ま
で
に
死
去

女
郎
た
ち
、
そ
ん
な
女
め

せ
ら
れ
、
勉
強
す
る
こ
と

少
期
は
、
苛
酷
な
環
境
の

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
一

6

昭
和

年
に「
大
本
山
総

し
た
の
で
明
治

年
に
河

あ
て
に
来
る
男
ど
も
で
賑

は
で
き
ず
、
一
身
田
尋
常

中
、
生
活
に
も
困
窮
し
悲

身
田
で
の
講
演
会
が
実
現

10

21

持
寺
後
堂
」
、
駒
澤
大
学

芸
郡
一
身
田
村
の
父
方
・
わ
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
そ
ん

小
学
校
時
期
に
は
す
さ
み

惨
な
運
命
を
た
ど
る
こ
と

６
月

日
（
日
）
高
田
会

ん
坊
」
君
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

し
た
。

10

教
授
と
な
り
、

年
間
座

叔
父
「
澤
木
文
吉
」
方
へ
貰

な
街
へ
才
吉
は
貰
わ
れ
て

き
っ
て
、
牡
丹
餅
売
り
で
一

と
な
り
、
教
育
に
は
縁
も

館
ホ
ー
ル
に
て
、
フ
リ
ー

話
題
を
取
り
上
げ
て
も
ら

講
演
会
は
朝
か
ら
の
開

28

禅
教
育
を
行
っ
た
。

わ
れ
て
き
た
。

き
た
。
更
に
、
澤
木
家
は

日

銭
の
ノ
ル
マ
を
稼
が
な

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
辛
坊
治
郎

っ
た
ご
縁
に
よ
る
も
の
。
同

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早

30

当
時
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
は

一
身
田
村
の
寺
内
町
「
黒

提
灯
屋
だ
が
昼
間
か
ら
酒

け
れ
ば
飯
を
食
わ
せ
て
も

し
か
し
、
こ
う
し
た
幼
少

氏
の
講
演
会
が
開
催
さ

じ「
し
ん
ぼ
う
」
の
名
前
の

朝
よ
り
行
列
が
で
き
る
人

「
寺
と
檀
家
の
な
い
貧
乏

門
」
常
盤
橋
を
渡
っ
て
、
伊

を
飲
み
、
夜
と
も
な
る
と

ら
え
な
い
日
々
を
送
っ
た
。

期
の
生
活
が
才
吉
に
向
上

れ
た
。
こ
れ
は
、
辛
坊
氏

よ
し
み
で
、
辛
坊
氏
に
も

気
で
、
３
０
０
人
の
会
場
は

そ
ん
な
中
、
庄
屋
の
森
田

心
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と

が
出
演
さ
れ
る

月

「
ダ
ブ
ル
し
ん
ぼ
う
」
と
し

満
席
と
な
っ
た
。
う
ち

5

17

97

一
身
田
で
育
く
ま
れ
た

さ
ん
家
に
出
入
り
し
て
、
と
な
り
、
一
生
修
行
・
勉

日
の
読
売
テ
レ
ビ
番
組

て
一
身
田
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

名
は
関
西
方
面
か
ら
の
来

郷
土
の
偉
人
た
ち
を
シ
リ

難
し
い
本
の
読
み
方
を
教

学
・
坐
禅
へ
の
求
道
を
つ
づ

「
す
・
ま
た
ん
！
」
に
て
一

た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た

場
者
で
、
一
番
乗
り
は
丹

ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

わ
り
、
考
え
は
じ
め
た
。
そ

け
る
原
点
と
な
っ
た
。

身
田
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し

と
こ
ろ
、
辛
坊
氏
と
読
売

波
篠
山
か
ら
朝

時
に
家

3

第
一
回
目
は「
澤
木
興
道
」

の
時
か
ら
、
才
吉
少
年
は
、

澤
木
興
道

略
歴

を
出
た
と
い
う
男
性
。
辛

さ

わ
き
こ
う

ど
う

で
す
。
寺
内
町
の
館
副
館

高
田
本
山
専
修
寺
で
説
教

１
８
８
０
年
～
１
９
６
５
年

国
に
広
ま
る
。

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
坊
氏
の
楽
し
い
講
演
と
、
こ

長
の
鈴
木
良
次
氏
に
寄
稿

坊
主
が
一
躍
し
て
大
出
世

勢
別
街
道
の「
森
茶
屋
」
ま

人
を
集
め
て
は
賭
け
ご
と

を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

歳
で
出
家
し
、
曹
洞
宗
永

て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
手
伝

こ
で
し
か
聞
け
な
い
話
も
た

17

し
て
頂
き
ま
し
た
。

し
た
」
と
報
道
し
、
太
閤
秀

で
に

軒
の
遊
郭
が
あ
っ
を
し
て
い
た
。

歳
の
時
に
は
文
吉
・
ひ

平
寺
で
修
行
。

歳
、
熊
本

い
し
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ

く
さ
ん
あ
り
、
観
客
は
大

25

16

18

♢

吉
以
上
と
騒
い
だ
。

た
。
そ
こ
が
橋
向
で「
当
時

女
郎
あ
が
り
の
養
母
ひ

さ
夫
婦
が
喰
っ
て
い
く
為

で「
澤
木
興
道
」
と
命
名
。

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

満
足
。
ま
た
開
始
前
に
は
、

は
し
む
か
い

26

昭
和
を
代
表
す
る
日
本

学
歴
は
尋
常
小
学
校
だ

の
橋
向
界
隈
は
女
郎
屋
や

さ
は
澤
木
文
吉
の

番
目

に
多
田
才
吉
は
澤
木
家
へ
歳
、
一
身
田
の
高
田
勧
学
院

私
た
ち
と
と
も
に
一
身

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
了
し

11

の
曹
洞
宗
の
僧
侶
。
曹
洞

が
、
禅
は
日
本
一
の
大
先

芝
居
小
屋
な
ど
が
建
ち
並

の
妻
。
才
吉
は
遊
郭
の
下

養
子
に
入
れ
ら
れ
、「
澤
木

で
学
ぶ
。

歳
、「
座
禅
和

田
の
一
員
と
し
て
地
域
か

た「
し
ん
坊
」
君
も
初
お
披

33

門
で
座
禅
を
教
え「
興
道

生
と
慕
わ
れ
た
。

ぶ
遊
郭
街
で
夜
と
も
な
る

足
番
、
博
打
屋
の
見
張
り

才
吉
」
と
な
っ
た
。

尚
興
道
」
の
名
前
が
全

ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に

露
目
さ
れ
た
。
（
中
川
）

な
り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

、

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

月

回
1

第
４
月
曜
日

本

年

時

間

９
時

分

～

私
た
ち
生
協
「
何
で
も

子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
ま

設
定
し
ま
し
た
。

度
よ
り

30

全
国
的
に
高
齢
化
社
会

の
絆
と
笑
顔
が
増
え
る
こ

し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

時

分

や
る
に
班
」
は
３
月

日

ず
知
る
必
要
が
あ
る
と
考

開
催
に
む
け
て
は
自

当

地

11

30

17

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
当

と
を
願
っ
て
、「
桜
町
に
こ

そ
し
て
、
不
安
と
期
待
の

場

所

桜
町
公
民
館

(

土)

に
第

回
、

月

え
、
学
童
保
育
所
や
す
ば

治
会
長
さ
ん
や
知
人
に

区
の
消

1

5

26

桜
町
も
、
一
人
暮
ら
し
の

に
こ
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ

中
、
４
月

日
の
初
回
を

会

費

一
人
一
回
百
円

日(

土)

に
第

回
「
み
ん
な

る
児
童
館
の
方
か
ら
お
話

助
言
、
協
力
を
い
た
だ
き

防

団

23

2

高
齢
者
や
高
齢
夫
婦
の
み

ま
し
た
。

迎
え
ま
し
た
。
老
若
男
女

の
食
堂
」
を
開
き
ま
し
た
。
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
す

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

の
世
帯
が
増
え
、
地
域
と

運
営
に
当
た
っ
て
、
桜
町

名
の
参
加
が
あ
り
、
一

第

回
は

人
、
第

回

で
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ガ

し
た
。

当
地
区
消
防
団
は
現
在

32

1

35

2

の
か
か
わ
り
も
希
薄
に
な
っ
自
治
会
、
津
市
及
び
一
身

安
心
し
ま
し
た
。

は

人
の
参
加
が
あ
り
、
ー
デ
ン
大
山
田
」
や
「
亀
山

お
か
げ
さ
ま
で
、
お
米

名
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

も
と
、
団
員
の
確
保
が
必

43

37

て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

田
地
区
の
社
会
福
祉
協
議

今
後
、
み
ん
な
で
支
え

ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
を

食
堂
」
を
訪
ね
、
そ
の
実
情

や
調
味
料
な
ど
の
ご
寄

方
の
安
全
と
財
産
を
守
る

要
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解

中
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
も

会
よ
り
補
助
を
い
た
だ
く

合
い
な
が
ら
楽
し
さ
や
安

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
知
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

付
も
頂
く
な
ど
様
々
な

た
め
に
使
命
感
を
持
っ
て

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

っ
と
多
く
持
ち
た
い
と
の
声

な
ど
の
支
援
を
い
た
だ
い
て

心
を
分
か
ち
合
い
、
回
数

『
み
ん
な
の
食
堂
』
の
始

幸
い
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー

ご
支
援
を
得
て
開
催
す

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後

す
。

が
あ
り
、

～

歳
代
女

い
ま
す
。

を
重
ね
る
ご
と
に
笑
顔
で

ま
り
は「
地
域
の
た
め
に
、
の
中
に
は
、
料
理
大
好
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
消
防
団
活
動
の
さ
ら
な

70

80

性
十
数
名
の
仲
間
が
中
心

開
設
ま
で
に
他
地
域
サ

触
れ
合
え
る
充
実
し
た
時

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
や

で
腕
自
慢
の
人
も
多
い
こ

こ
の「
み
ん
な
の
食
堂
」
る
活
性
化
の
た
め
に
は
消

と
な
っ
て
住
民
の
誰
も
が

ロ
ン
を
見
学
し
た
り
、
桜
町

間
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

と
か
ら
、
と
に
か
く
や
っ
て

は
、
奇
数
月
の
第
３
土
曜

防
団
に
参
加
し
や
す
い
環

気
楽
に
参
加
し
、
今
以
上

の
環
境
も
考
え
た
検
討
を

う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
工
夫
し

で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の

み
よ
う
と
日
時
と
場
所
を

日
を
定
例
日
と
し
て
い
ま

境
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
の

く
の
間
、
騒
音
や
振
動
、
そ
の
た
め
、
解
体
工
事
も

お
越
し
い
た
だ
け
ま
す

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
車
両
の
通
行
な
ど
で

含
め
、
約
二
年
間
に
わ
た

が
、
工
事
車
両
等
に
十
分

(

館
長

米
川
武
宏)

ご
迷
惑
や
ご
不
便
を
お
か

り
公
民
館
あ
る
い
は
出
張

公
民
館
の
建
て
替
え
と

け
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま

所
へ
お
車
で
お
越
し
に
な
る

共
に
出
張
所
も
新
し
く
な

〈
工
事
期
間
〉

と
な
る
予
定
で
す
。

ベ
ー
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま

災
（
津
波
）
対
策
と
し
て
、
た
、
公
民
館
の
近
隣
に
お

際
に
は
、
臨
時
駐
車
場
を

り
ま
す
。
利
用
い
た
だ
く

い
よ
い
よ
７
月
か
ら
工
事
〈
新
し
い
公
民
館
の
概
要
〉

す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て

強
い
揺
れ
が
あ
っ
た
時
に
は

住
い
の
方
々
に
は
家
屋
調

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
と

皆
さ
ん
に
、
親
切
で
解
り

が
始
ま
り
、
翌
年
の
３
月
に

新
し
い
公
民
館
の
広
さ
は

も
、「
多
目
的
ト
イ
レ
」
を

公
民
館
の
出
入
り
口
が
自

査
等
を
お
願
い
し
て
お
り

な
り
ま
す
。
臨
時
駐
車
場

や
す
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や

は
新
し
い
公
民
館
が
完
成

現
在
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

設
け
、
ト
イ
レ
の
数
も
大
幅

動
的
に
解
錠
し
、
屋
上
へ
避

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

は
、
高
田
保
育
園
さ
ん
の

自
治
会
等
の
団
体
の
皆
様

し
ま
す
。
完
成
後
は
続
い

で
す
が
、
旧
公
民
館
に
は

に
増
え
ま
す
。

難
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

ご
協
力
を
得
て
、
旧
高
田

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

て
、
現
在
の
公
民
館
を
解

な
か
っ
た
様
々
な
施
設
や

二
階
に
は
３
部
屋
に
分
割

な
り
ま
す
。

い
し
ま
す
。

保
育
園
の
跡
地
（
地
図
参

大
切
に
相
談
や
要
望
の
お

体
し
、
新
し
い
駐
車
場
を

設
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

で
き
る
ホ
ー
ル
も
あ
り
、
現

〈
工
事
中
の
お
願
い
〉

〈
臨
時
駐
車
場
の
ご
利
用
〉
照
）
を
お
借
り
し
て
い
ま

役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め

整
備
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

す
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す

在
よ
り
も
収
容
数
が
増
え

こ
の
工
事
に
関
わ
っ
て
、

新
し
い
公
民
館
は
現
在

す
。
徒
歩
あ
る
い
は
自
転

た
い
と
思
い
ま
す
。

概
ね
二
年
間
が
工
事
期
間

と
、
二
階
建
て
で
す
が「
エ
レ
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
防

地
域
の
皆
様
に
は
し
ば
ら

の
駐
車
場
に
建
設
し
ま
す
。

車
の
方
は
直
接
公
民
館
へ

一 身 田 の 新 聞 平成３０年７月１日号


